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併による冗費の節減が1，500万円から2，000万円位見込

めるので、1，500万円位を大山地区の投資事業に振り

むけても鶴岡市の犠牲には絶対にならないと確信して

居ります。

要は大山町民の1人1人が1日も早く鶴岡市民とし

ての自覚と誇りを持って頂き、吾々共々大鶴岡市の発

展のため努力して頂きたいと念じて居ります。

0－人蠣輩

能　　率　　と　　は

三　井　賢　二

連日の猛暑で日常生酒のすべての面で能率の悪い今

日この頃です。では能率とは何か。いさゝか私見を述

べてみようと思います。

能率とは目的と手段とが釣り合っている状態であり

ます。例えば1tonの荷を運搬するのに1to】コ積の草を用

いることであり、叉1toI】積の事を用いるにはltonの荷

を積載することである。この場合lto11の荷を運搬する

ことは目的であり、ltoI】積の革は手段である。

能率的でない状態即ち目的と手段とが釣り合って居

ない状態を非能率と云う。これには2つの場合がある

達せんとする目的に対して用いんとする手段が過大な

る時、例えば％toIlの荷を運搬する目的に対して1ton

積の事を用いるのがそれである。1ton積の草に％toIl

Lか積載しないのであるから草の力の半分は役にたっ

て居ない。この様な状態を名付けて「無駄」と云う。

又達せんとする目的に対して用いんとする手段が過

少な場合がある。例えば2tonの荷を運搬する目的に対

して1ton積の車を用いるが如きである。1ton槙の事に

2toI】の荷を積載するのであるから事の力より荷の方が

重すぎる。この様な状態を「無理」と云う。

世の中には目的と手段との釣り合って居らないこと

が多い。即ち能率の状態は少なく、非能率の状態が多

い。

換言すれば、世の中には無駄と無理が少なくない。

同じ事柄も立場を変えて見る時は、或いは無駄となり

或いは無理となる。例えば食い過ぎは栄養から云うと

食物の無駄であり、育腸の能力から云うと無理である

世の中の凡ての硯象が能率的でないと云うことは、凡

てのことに、無駄あり無理ありと云うことである。こ

の棟に性質の相反する無理と無駄が同時に存在し、或

いは相ついで発生することを「むら」と云う。世の中

に多少の「むら」がある事は致し方ない事であるが、

あまりにも「むら」が多くなると自然にこの「むら」

を除こうとする。戦争などは、社会的、国家的、国際

的関係に於ける甚だしき「むら」の訂正運動と見るこ

とが出来る。「むら」は目的と手段の不釣り合いから

生ずるものであるから、天然現象の変化即ち春夏秋冬

四季の変化の如きは「むら」ではなく、自然のうつり

かわりである。能率を上げるとは大いに奮斗努力する

ことであると考えて居る人が多い。大いに奮斗努力し

て能率を上げて茸い匿い等と云う云いかたをする。奮

斗努力は大いに必要なことであるが、能率とは奮斗努

力することではない。目的に対しては手段の目安を、

手段に対しては目的の目安をきめる事であって、この

目安が出来た時、そこに到着する為に奮斗努力を必要

とするのである。奮斗努力は目安がきまって居る時に

その真価を発揮するのであって、目安のない奮斗努力

には値打ちがない。却って無駄と無理に陥る危険があ

る。

又能率を上げることは、仕事を多くすることである

と考えて屠る人がある。質を桂軽にしても分量や出来

高を増すことが能率を上げることであると考える。製

造工場に於いて、能率は上ったが不良品は多くなった

と云う様な云い方をする場合は、分量だけの事を考え

て居るのである。又不景気で物が売れない時には、能

率をさげる方の研究が必要だ等と云う人もある。この

場合にも能率とは仕事の量の多い事であると考えて居

るのである。売れない時は、造る方もそれに準じて釣

り合いをとって行くことが能率なのである。能率とは

分量だけの事ではない。質についても量についても目

的と手段との間に釣り合いをとって行くことである。

又能率とは必要な時だけ一時的に成環を上げること

であると考えている人がある。若い時には多少の無理

がきくのに任せて乱暴な生活をしていると晩年になっ

て健康を害する。無論非常時には大いに無理をしてま

で力を出さなければならない。それ丈に日常の生活に

は無駄と無理をせず、余力を養って置かなければなら

ない。例え一時的に大いに成績を上げても忽ちがつか

りしてしまう様な「むら」のある生活は能率的なやり

方ではない。以上能率についていきゝか私見を述べて

見ましたが、自身8月の猛暑最中に誕生した者故、日

常生酒の凡ての面で非能率なる事が多く、大いに反省

して居ります。

○　幹事報告は次号に掲載致します。
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